
1

http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/publish/tsushin/ 

編集・発行 国際交流基金 日本語グループ
2007年1月発行 ISSN 1343-2524

第57号

CONTENTS
NIHONGO-KY

-
OIKU TS

-
USHIN No. 57/JAN 2007

海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の再

さい
教
きょう
育
いく
から学

まな
んだこと

～「国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズの発

はっ
刊
かん
」に寄

よ
せて～

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター　専

せん
任
にん
講
こう
師
し
久
く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
では、2006年

ねん
度
ど

より「国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう

シリーズ」の発
はっ
刊
かん
を始

はじ
めました。

このシリーズは、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターで1989年

ねん
の

開
かい
設
せつ
以
い
来
らい
行
おこな
われてきた海

かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご

教
きょう
師
し
のためのさまざまな研

けん
修
しゅう
を

通
とお
して、そこで得

え
られた考

かんが
え方

かた
や経

けい
験
けん

をもとにつくられたものです。この記
き
事
じ
では、このシリーズ発

はっ
刊
かん
の意

い
味
み
と、この

シリーズに込
こ
められている教

きょう
師
し
の再

さい
教
きょう
育
いく
に対

たい
する考

かんが
え方

かた
をお伝

つた
えいたします。

1．「国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズ」発

はっ
刊
かん
の意

い
味
み

現
げん
在
ざい
世
せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は、日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
で約

やく
13万

まん
人
にん

注1、海
かい
外
がい
では250万

まん
人
にん
を

超
こ
えています。そして、海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の数

かず
は約

やく
3万
まん
3千
せん
人
にん
で、そのうち約

やく
7割
わり
が

日
に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
です注2。つまり、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の大

たい
半
はん
は

海
かい
外
がい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
であり、また、その教

きょう
育
いく
の大

たい
半
はん
は、日

に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
師
し
によって支

ささ
えられていると言

い
えます。

しかし、現
げん
在
ざい
出
しゅっ
版
ぱん
されている日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の研

けん
修
しゅう
のための教

きょう
材
ざい
を考
かんが
えたとき、

そのほとんどが、日
に
本
ほん
国
こく
内
ない
で日

に
本
ほん
人
じん
によって利

り
用
よう
されることが前

ぜん
提
てい
になっているこ

とは否
いな
めません。そしてさらに、これから日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
を目

め
指
ざ
す人

ひと
たちのための

知
ち
識
しき
提
てい
供
きょう
型
がた
のものが多

おお
いということも事

じ
実
じつ
です。我

われわ々れ
は、重

じゅう
要
よう
でありながら、

焦
しょう
点
てん
のあてられてこなかった「海

かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える教

きょう
師
し
」、さらに「日

に
本
ほん
語
ご

を母
ぼ
語
ご
としない教

きょう
師
し
」を視

し
野
や
に入

い
れた教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
を作

さく
成
せい
しました。さらに教

きょう
師
し

研
けん
修
しゅう
での経

けい
験
けん
を生

い
かして、知

ち
識
しき
を提

てい
供
きょう
するだけでなく、「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
に必

ひつ
要
よう
な

基
き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や力
ちから
を身

み
につける」ことも目

め
指
ざ
した教

きょう
材
ざい
になっています。以

い
下
か
に

これらの点
てん
について説

せつ
明
めい
します。

① 海
かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える教

きょう
師
し
のための教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい

日
に
本
ほん
国
こく
内
ない
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える場

ば
合
あい
と、海

かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える場

ば
合
あい
は、何

なに
が異

こと
なる

でしょうか。一
いち
番
ばん
大
おお
きな違

ちが
いは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとって日

に
本
ほん
語
ご
が、住

す
んでいる国

くに
で

実
じっ
際
さい
に使

つか
われていることばか、住

す
んでいる国

くに
では使

つか
われていない「外

がい
国
こく
語
ご
」で

あるかという違
ちが
いです。この違

ちが
いは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の意

い
識
しき
や、実

じっ
際
さい
に日

に
本
ほん
語
ご
に触

ふ
れる

機
き
会
かい
の質

しつ
や量
りょう
に影

えい
響
きょう
し、また、教

きょう
師
し
が利

り
用
よう
できる教

きょう
材
ざい
や素

そ
材
ざい
の質

しつ
や量
りょう
にも影

えい
響
きょう
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します。教
きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
を考
かんが
える上

うえ
で、こうした面

めん
も充
じゅう
分
ぶん
考
こう

慮
りょ
する必

ひつ
要
よう
があります。この教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
シリーズは、こ

うした「外
がい
国
こく
語
ご
」として日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える場

ば
合
あい
も想

そう
定
てい
して

つくられています。

② 日
に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない教

きょう
師
し
のための教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい

日
に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
とする日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
が「日

に
本
ほん
語
ご
」を分

ぶん
析
せき
する

とき、自
じ
分
ぶん
はどのようにことばを使

つか
っているか考

かんが
える

「内
ない
省
せい
」という方

ほう
法
ほう
をとることができます。日

に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
と

しない日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の場

ば
合
あい
には、そうした方

ほう
法
ほう
をとることは

難
むずか
しいですが、自

みずか
らが学

まな
んだ経

けい
験
けん
を持

も
つ、あるいは、いつ

でも学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の立

たち
場
ば
になれるということが、教

おし
え方

かた
を考
かんが
える

上
うえ
で大

おお
きな利

り
点
てん
となっています。そうした点

てん
を踏

ふ
まえ、

日
に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない教

きょう
師
し
にとって、一

ひと
つの課

か
題
だい
をどのよう

な課
か
程
てい
で考
かんが
え、解

かい
決
けつ
していけば有

ゆう
効
こう
なのかも考

かんが
えました。

例
たと
えば、実

じっ
際
さい
に学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に与

あた
える課

か
題
だい
を、まず自

みずか
ら体

たい
験
けん
して

もらうことによって、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
としての「発

はっ
見
けん
」や「達

たっ
成
せい
感
かん
」

などを思
おも
い出

だ
してもらい、それを自

じ
分
ふん
の教

おし
え方

かた
に応

おう
用
よう
して

もらったりします。また、この教
きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
シリーズでは、

できるだけわかりやすい日
に
本
ほん
語
ご
の文

ぶん
章
しょう
で説

せつ
明
めい
することを

心
こころ
がけ、漢

かん
字
じ
の負

ふ
担
たん
も少

すく
なくなるように配

はい
慮
りょ
しています。

③ 教
きょう
師
し
として必

ひつ
要
よう
な基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や力
ちから
を身

み
につけるための

教
きょう
材
ざい

前
ぜん
述
じゅつ
の通

とお
り、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターでは、

開
かい
設
せつ
以
い
来
らい
約
やく
17年

ねん
にわたって海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
研
けん
修
しゅう
を

行
おこな
ってきました。この間

かん
、当

とう
センターで研

けん
修
しゅう
を受

う
けた

研
けん
修
しゅう
生
せい
は、延

の
べ数

すう
で6500人

にん
を超

こ
え、その出

しゅっ
身
しん
地
ち
域
いき
は、

90か国
こく
以
い
上
じょう
になります。研

けん
修
しゅう
は約

やく
2か月

げつ
の短

たん
期
き
研
けん
修
しゅう
、

約
やく
6か月

がつ
の長
ちょう
期
き
研
けん
修
しゅう
、さまざまな国

くに
の教
きょう
師
し
が集

あつ
まった研

けん

修
しゅう
、一

ひと
つの国

くに
の教
きょう
師
し
を集

あつ
めた研

けん
修
しゅう
など、さまざまな種

しゅ

類
るい
があります。内

ない
容
よう
としては、「日

に
本
ほん
語
ご
」「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
」

「日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
」の三

みっ
つの分

ぶん
野
や
の中

なか
から、それぞれの分

ぶん
野
や
で、

できるだけ新
あたら
しく、普

ふ
遍
へん
的
てき
で、なおかつ共

きょう
通
つう
に認

にん
識
しき
できる

ものを取
と
り上

あ
げています。

そして、17年
ねん
間
かん
の経

けい
験
けん
を通

とお
して我

われわ々れ
が学

まな
んできたこと

は、単
たん
にそうした分

ぶん
野
や
の知

ち
識
しき
や情
じょう
報
ほう
を提

てい
供
きょう
するだけでは、

それを帰
き
国
こく
後
ご
に実

じっ
際
さい
に生

い
かしてもらおうと考

かんが
えた場

ば
合
あい
、

不
ふ
十
じゅう
分
ぶん
な場

ば
合
あい
もあるということでした。そこで日

に
本
ほん
語
ご
国
こく

際
さい
センターの研

けん
修
しゅう
では、新

あたら
しい知

ち
識
しき
や情
じょう
報
ほう
を応

おう
用
よう
していく

上
うえ
での基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
をも養

やしな
うことを目

もく
標
ひょう
とするよ

うになりました。具
ぐ
体
たい
的
てき
には次

つぎ
のような姿

し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
です。

自
じ
分
ぶん
で考
かんが
える力

ちから

新
あたら
しい理

り
論
ろん
や知

ち
識
しき
に接

せっ
したとき、受

うけ
身
み
的
てき
にならず、

自
じ
分
ぶん
で考
かんが
え、理

り
解
かい
し、納

なっ
得
とく
してから吸

きゅう
収
しゅう
することが必

ひつ
要
よう

であると考
かんが
えます。

客
きゃっ
観
かん
性
せい
、柔
じゅう
軟
なん
性
せい

現
げん
職
しょく
の教
きょう
師
し
は、時

とき
として、自

じ
分
ぶん
のこれまでの考

かんが
え方

かた
や

教
おし
え方

かた
にとらわれてしまっていることがあります。新

あたら
しい

考
かんが
え方

かた
や、他

ほか
の教
きょう
師
し
の意

い
見
けん
に耳

みみ
を傾
かたむ
け、その内

ない
容
よう
を客
きゃっ

観
かん
的
まと
に理

り
解
かい
し、時

とき
には柔

じゅう
軟
なん
に受

う
け入

い
れる姿

し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
もま

た必
ひつ
要
よう
であると考

かんが
えます。

現
げん
実
じつ
を見

み
つめる視

し
点
てん

新
あたら
しい理

り
論
ろん
や知

ち
識
しき
を、自

じ
分
ぶん
でよく考

かんが
え、柔

じゅう
軟
なん
に取

と
り入

い
れ

ることができるようになったとしても、それをすぐに自
じ
分
ぶん

の教
きょう
育
いく
現
げん
場
ば
で生

い
かせるとは限

かぎ
りません。自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の環

かん
境
きょう

や、自
じ
分
ぶん
の特

とく
性
せい
や能

のう
力
りょく
など、現

げん
実
じつ
を正

せい
確
かく
に把

は
握
あく
した上

うえ

で、利
り
用
よう
したい理

り
論
ろん
や知

ち
識
しき
をどうすれば生

い
かすことがで

きるのか、現
げん
場
ば
に合

あ
った適

てき
切
せつ
な方

ほう
法
ほう
を見

み
つける姿

し
勢
せい
や能

のう

力
りょく
も必

ひつ
要
よう
だと考

かんが
えます。

研
けん
修
しゅう
後
ご
も自

じ
分
ぶん
の力
ちから
で成

せい
長
ちょう
し続

つづ
けることのできる力

ちから

海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の場

ば
合
あい
、現

げん
場
ば
に戻

もど
ると、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し

が自
じ
分
ぶん
一人
ひ と り

である場
ば
合
あい
も珍

めずら
しくありません。研

けん
修
しゅう

中
ちゅう
のように、すぐに相

そう
談
だん
できる講

こう
師
し
やクラスメートがい

るわけでもなく、孤
こ
軍
ぐん
奮
ふん
闘
とう
しなければならない現

げん
実
じつ
が待

ま
っ

ています。たとえ一人
ひ と り

になっても、常
つね
に新
あたら
しい情

じょう
報
ほう
を取

と

り入
い
れ、学

まな
び続

つづ
け、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
で課

か
題
だい
を見

み
つけ、成

せい
長
ちょう
し続

つづ
け

る姿
し
勢
せい
を身

み
に付

つ
けることが必

ひつ
要
よう
です。

教
きょう
師
し
にとって必

ひつ
要
よう
なこれらの基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
に対

たい

する考
かんが
え方

かた
は、1990年

ねん
代
だい
以
い
降
こう
、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の分

ぶん
野
や
でも盛

さか
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3

注1）文
ぶん
化
か
庁
ちょう
（2005）「平

へい
成
せい
16年

ねん
度
ど
国
こく
内
ない
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の概

がい
要
よう
・

外
がい
国
こく
人
じん
に対
たい
する日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の現
げん
状
じょう
について」（文

ぶん
化
か
庁
ちょう
ホーム

ページ　http://www.bunka.go.jp/）によれば、平
へい
成
せい
16

年
ねん
11月

がつ
1日
にち
現
げん
在
ざい
の調
ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
から、国

こく
内
ない
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は、12万

まん
8500

人
にん
と発

はっ
表
ひょう
されている。

注2）国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
（2005）『海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の現

げん
状
じょう
－日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
・2003年

ねん
』によれば、2003年

ねん
調
ちょう
査
さ
結
けっ
果
か

から、海
かい
外
がい
における日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は、235万

まん
6745人

にん
と

報
ほう
告
こく
されている。

注3）参
さん
考
こう
：岡

おか
崎
ざき
敏
とし
雄
お
・岡

おか
崎
ざき
眸
ひとみ
（1997）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の実

じっ
習
しゅう

理
り
論
ろん
と実
じっ
践
せん
』

んに言
い
われるようになった「教

きょう
師
し
トレーニング」から

「教
きょう
師
し
の成

せい
長
ちょう
」への考

かんが
え方

かた
の変

へん
化
か
、その中

なか
で出

で
てきた「自

じ

己
こ
研
けん
修
しゅう
型
がた
教
きょう
師
し
」「内

ない
省
せい
的
てき
実
じっ
践
せん
家
か
」と呼

よ
ばれる教

きょう
師
し
モデ

ルの理
り
論
ろん
にも裏

うら
打
う
ちされ、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターにおける

教
きょう
師
し
研
けん
修
しゅう
の根

こん
底
てい
を支

ささ
える考

かんが
え方

かた
となりました注3。

研
けん
修
しゅう
では、このような基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や力
ちから
を身

み
に付

つ
け

させるために、新
あたら
しい理

り
論
ろん
や知

ち
識
しき
を提

てい
示
じ
するだけでなく、

クラス内
ない
でのディスカッション、グループ活

かつ
動
どう
、模

も
擬
ぎ
授
じゅ
業
ぎょう

などを通
とお
して、自

みずか
らのそれまでの教

おし
え方

かた
をふり返

かえ
り、他

ほか
の

研
けん
修
しゅう
生
せい
の意

い
見
けん
を聞

き
き、さらに実

じっ
際
さい
に体

たい
験
けん
するなどして、

新
あたら
しい考

かんが
え方

かた
、教

おし
え方

かた
の背

はい
景
けい
にある意

い
味
み
やその効

こう
果
か
に

ついて考
かんが
えられるようにしています。また、学

がっ
校
こう
の方

ほう
針
しん
、

現
げん
在
ざい
とられている教

きょう
授
じゅ
スタイルや学

がく
習
しゅう
スタイル、学

がく
習
しゅう
者
しゃ

のニーズなどをもう一
いち
度
ど
見
み
直
なお
し、思

おも
い込

こ
みはないか充

じゅう
分
ぶん

に再
さい
検
けん
討
とう
し、その上

うえ
で、新

あたら
しい考

かんが
え方

かた
を現

げん
場
ば
に適

てき
用
よう
す

ることが可
か
能
のう
か、可

か
能
のう
にするために自

じ
分
ぶん
がしなければな

らないことは何
なに
かを考

かんが
えます。さらに、必

ひつ
要
よう
な情
じょう
報
ほう
の取

と
り

方
かた
、ネットワークや教

きょう
師
し
同
どう
士
し
の学

まな
びの場

ば
を形

けい
成
せい
すること

の必
ひつ
要
よう
性
せい
などについても考

かんが
え、研

けん
修
しゅう
後
ご
も学

まな
び続

つづ
ける上

うえ

で必
ひつ
要
よう
なことを考

かんが
えます。

こうした研
けん
修
しゅう
における実

じっ
際
さい
の取

と
り組

く
みをこの教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう

材
ざい
シリーズの中

なか
でもできるだけ再

さい
現
げん
するよう工

く
夫
ふう
しまし

た。そうした工
く
夫
ふう
を理

り
解
かい
していただくため、次

つぎ
にこの教

きょう

授
じゅ
法
ほう
シリーズの構

こう
成
せい
について説

せつ
明
めい
します。

2．「国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズ」の構

こう
成
せい

この教
きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
シリーズの中

なか
にはさまざまなコーナーが

あります。その順
じゅん
番
ばん
やアプローチの仕

し
方
かた
はテーマによって

異
こと
なりますが、いくつか代

だい
表
ひょう
的
てき
なコーナーについて説

せつ
明
めい
します。

① 振
ふ
り返

かえ
りましょう

このコーナーでは、自
じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
が実

じっ
際
さい
に行
おこな
っている言

げん
語
ご

活
かつ
動
どう
や、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
が現

げん
在
ざい
行
おこな
っている教

おし
え方

かた
をふり返

かえ
り、

客
きゃっ
観
かん
的
てき
にみつめなおすことができるような課

か
題
だい
が提

てい
示
じ

されています。

② 考
かんが
えましょう

振
ふ
り返

かえ
った内

ない
容
よう
に関

かん
連
れん
する新

あたら
しい理

り
論
ろん
や考
かんが
え方

かた
が提

てい
示
じ

され、その考
かんが
え方

かた
がどのような意

い
味
み
をもつのか自

じ
分
ぶん
で

考
かんが
えるための課

か
題
だい
が提

てい
示
じ
されています。

③ やってみましょう

このコーナーでは、実
じっ
際
さい
に体

たい
験
けん
して考

かんが
えてもらいま

す。内
ない
容
よう
によって、最

さい
初
しょ
にまず体

たい
験
けん
し、「気

き
づく」ため

のコーナーと、それまでのコーナーで提
てい
示
じ
され検

けん
討
とう
し

てきた新
あたら
しい理

り
論
ろん
や考
かんが
え方

かた
を実

じっ
際
さい
に使

つか
って、新

あら
たな課

か
題
だい

に取
と
り組

く
み、本

ほん
当
とう
の意

い
味
み
でその考

かんが
え方

かた
を理

り
解
かい
しているのか、

また自
じ
分
ぶん
にとってどのような利

り
用
よう
が可

か
能
のう
なのかを確

かく
認
にん

するコーナーもあります。

④ 整
せい
理
り
しましょう

新
あたら
しい知

ち
識
しき
の意

い
味
み
や、自

じ
分
ぶん
の現

げん
場
ば
での利

り
用
よう
方
ほう
法
ほう
について

整
せい
理
り
することができます。

こうしてこの本
ほん
を通

とお
して、新

あたら
しい知

ち
識
しき
や情
じょう
報
ほう
を得

え
るだけ

でなく、同
どう
時
じ
にそれを理

り
解
かい
し、応

おう
用
よう
していく上

うえ
での基

き
本
ほん
的
てき

な姿
し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
をも身

み
につけていくことを目

め
指
ざ
しています。

3．国
こく
内
ない
、海

かい
外
がい
を問

と
わず世

せ
界
かい
中
じゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
が同

おな
じ教
きょう
材
ざい

で学
まな
ぶことの意

い
味
み

前
ぜん
述
じゅつ
のような基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
、能
のう
力
りょく
は、海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

師
し
再
さい
教
きょう
育
いく
の中

なか
から生

う
まれた考

かんが
え方

かた
ですが、これは、日

に
本
ほん
国
こく

内
ない
でもやはり必

ひつ
要
よう
とされている能

のう
力
りょく
です。日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
におけ

る日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
も、以

い
前
ぜん
のような留

りゅう
学
がく
生
せい
や留
りゅう
学
がく
準
じゅん
備
び
のた

めの教
きょう
育
いく
だけではなく、日

に
本
ほん
在
ざい
住
じゅう
の外

がい
国
こく
人
じん
やその子

し
弟
てい
のた

めの教
きょう
育
いく
など、さまざまな広

ひろ
がりを見

み
せてきました。

そして、それは全
すべ
て個

こ
別
べつ
のケースである場

ば
合
あい
が多

おお
く、日

に

本
ほん
国
こく
内
ない
にいても、海

かい
外
がい
で孤

こ
軍
ぐん
奮
ふん
闘
とう
する教

きょう
師
し
のように、

一人
ひとり
で考
かんが
え、工

く
夫
ふう
していかなければならない場

ば
面
めん
も多

おお
い

ことでしょう。また、日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の行

い
き来

き
も盛

さか
んになり、

国
こく
内
ない
、国

こく
外
がい
の両
りょう
方
ほう
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えた経

けい
験
けん
をもつ人

ひと
も増

ふ
え

てきました。今
いま
、我

われわ々れ
が海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のために行

おこな
っ

てきた研
けん
修
しゅう
の内

ない
容
よう
、そしてその中で得られたさまざまな

知
ち
見
けん
を、日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
も含

ふく
めた世

せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のために

還
かん
元
げん
することができたらと考

かんが
えています。

以
い
上
じょう
、この教

きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズ発

はっ
刊
かん
の意

い
味
み
やその特

とく
徴
ちょう
につ

いて、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの海

かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう

師
し
研
けん
修
しゅう
における考

かんが
え方

かた
とともに紹

しょう
介
かい
いたしました。日

に
本
ほん

語
ご
の教

おし
え方

かた
はさまざまです。教

きょう
師
し
の数

かず
だけ教

おし
え方

かた
がある

というよりは、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の数

かず
だけ教

おし
え方

かた
があると言

い
うべき

時
じ
代
だい
になりました。教

きょう
師
し
は一

ひと
つの固

こ
定
てい
した得

とく
意
い
な教

おし
え方

かた

を身
み
につけることではなく、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に合

あ
わせた教

おし
え方

かた
を

工
く
夫
ふう
することが求

もと
められます。そうした教

きょう
師
し
の成

せい
長
ちょう
を支

し

援
えん
するために、これからも研

けん
修
しゅう
や教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
に努

ど
力
りょく
してい

きたいと考
かんが
えています。


